
（概要版）

病弱特別支援学校における
チーム支援の在り方

－特別支援教育コーディネーターの活動の工夫に視点をあてて－

長期研修員 須藤 和子

病気の子どもが病弱特別支援学校および地域の小中学校等において、安心した生活が送

れることを目指し、病弱特別支援学校における特別支援教育コーディネーターが活動を

工夫していくことで、校内はもとより、外部機関との連携によるチーム支援が充実する

ことを明らかにする。

研究のねらい

研究の経過

病弱特別支援学校、医療、小

中学校、労働、福祉機関等が

連携し、協働で支援を行って

いくことが必要

主題設定の理由

実現のために、特別支援教育コーディネー

ターは何をすべきか？

聞き取り調査をもとに「病弱特別支援教育コーディネーター活動表」を作成

毎日の出欠や体調の連絡

治療についての情報共有

病棟での様子・学校での様子の情報共有

保護者への支援

支援会議

【不十分だと感じること】

医療スタッフは
忙しそう・・・

情報交換が
不十分

子どもに対する共通理
解までに至っていない

医療は敷居が
高い

病弱特別支援学校教員への聞き取り調査から

病弱特別支援学校教員への聞き取り調査から

前担任から児童生徒の情報を得ること
学習進度の確認
日ごろの情報交換
転出時の情報の伝達

【不十分だと感じること】

情報が不足

書類ありき

になってし
まう

医療関係者への聞き取り調査から
今後、可能であれば患児に対してチーム支援を行っていきた
いと思うか

思う ・・・ １００％

チーム支援を行うために解決しなければならない課題は？

時間調整・・・66.7%

共通理解の方法・・・66.7%

コーディネーター役の存在・・・76.2%

協力者の増員・・・4.8%
病弱特別支援学校内 医療との連携 保護者への支援 小中学校への支援

児童生徒への支
援

外部機関との連携

担任、学部職員とのアセスメント（校内
チーム）

医師・看護師との連絡・調整 保護者からの相談対応 担任同士の引き継ぎをサ
ポート

入院生活や学校
生活に関する相
談対応

Ｇ－ＮＥＴ会議への参加

多角的な実態把握と指導計画立案のた
めに、ブレーンストーミング法を導入
する。

今後の医療との連携がス
ムーズに行えるよう、メン
バー構成を検討する。

担任だけでなくチーム
での支援を行うことを
理解してもらうため
に、第三者として現在
に至るまでの様子につ
いて聴取し、悩みを共
有する。併せて学校・
医療機関への要望を聞
き取り、支援について
意見交換を行う。

特別支援教育コーディ
ネーター・養護教諭等と
の連絡

児童生徒の多様
化に対応するた
め、教育相談係
と連携しながら
特性に応じた相
談体制を検討す
る。

他機関（特別支援学校・市町
村教育委員会・児童相談所・
発達障害者支援センター・総
合教育センター等）との連絡
調整

医療側の多忙さに配慮し、
時間や場所を検討する。

児童生徒が退院後にス
ムーズに復学できるよ
うに、必要な支援者と
あらかじめ連絡をとっ
ておく。

多角的な実態把握のため、
これまでの連携機関の有無
を保護者や担任から聞き取
る。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計
画」の作成をサポート

看護師と生活目標やかかわり
方について検討

担任とともに在籍中の子
どもへのチーム支援を検
討

すでにある場合には保護者
の了解のもと連絡をとり、
情報を収集する。

短期間で、より適切な指導計画をの作
成するため、複数メンバーで検討を行
う。

学部での実態把握をもとに
児童生徒の特性等について
伝え、病棟・学校での生活
目標を確認し合う。

担任と一緒に学校行事
等を確認し、今後の対
応をお願いすること
で、今後の依頼等につ
いて検討できるように
する。

集めた情報をもとに対象児
の生活地図を作成し、担任
へ提供する。

各教科担当が役割確認を行えるよう
に、作成メンバーを構成する。

転
入
時

・メンバー構成、時期を担任と検討し、各関係者との調整を図る。

支援会議の実施

コーディネーター

活動表

児童生徒の在籍

時期によって、

コーディネータ

ーが行う活動の

工夫についてま

とめました。

聞き取り対象

・病弱特別支援学校教員

・医療関係者（医師・看護師）

• 病気の子どもの８５％が小
中学校の通常学級で学ぶ

（平成13年厚生労働省調査）

• 不登校・心身症など

• 知的障害・発達障害等障害のあ
る児童生徒の増加

• 白血病等小児ガンの子どもの長
期在籍

• 病気の多様化・重症化
• ターミナル期への対応

児童生徒の在籍期間の
短期化

発達障害等
在籍者の多様化

病気を持って生活してい
く不安

病弱特別支援学校の課題

個での対応の限界

教員病気の子どもと家族



コーディネーターの活動の工夫

校内チーム

本人

コーディネーター担任

学部教員
看護師

医療との連
携チーム

支え合い
それぞれの参加者の立場を考慮し、
良好な関係が保たれるよう配慮しな
がら、中立的立場で会議に参加する。
批判をしない会議を行うよう進行時
に配慮する。

病棟での児童生徒へのかかわりに
生かしてもらえるよう、学校での支援
のヒントから、病棟での支援に生か
せそうな事項を選択して伝える。

など

その他の 3 事例

・限られた時間の中で充実した会議が実現した。
・かかわりの少ない教員の参画意識が高まった。
・かかわりのヒントについて多くのアイディアが出された。

事例の概要

保護者の心理的な不安の軽減ができ

た。

・保護者の心情理解が進んだ。
・病棟スタッフとの話し合いが必要。チー
ムを編成

・事前調整により、多くの看護師の参
加が実現した。
・病棟での様子をＡの特性に関連させ
て話すことで、発達障害への理解が進
んだ。
・教員・看護師が悩みを共有、支え合
いが生まれた。

・医師の都合のつく時間・場所の設定
により実現した。
・Ａの姿の共有が図られ、担任はこれ
までのかかわりに自信を持つことがで
きた。
・看護師への啓発について協働するこ
とを確認できた。

実践の経過

つながろう、伝え合おう、

一緒に考えよう！
児童や保護者のニーズに応じ、様々

な形態のチームが実現した。

チームの中で支え合いが生まれ、

さらに大きなチームに変化した。

ターミナル期という状況の中

で、支援者が互いに支え合い

ながら、子どもへの適切な支

援を行うことができ、保護者

の不安の軽減にもつながっ

た。

結果と考察

児童の気持ちの安定につながった。

形態を弾力的

に変化

4 つの事例において・・・
○チームにより、短期間でもより的確な実態把握ができたり、指導方法のアイディアがたくさん生まれたりしました。
○多忙な中でも医師・看護師と会議を持てたことで、多くの関係者が「ともに考える」ことの効果を実感できました。
○紙面の引き継ぎだけではできない情報の共有が図られました。
○病気の子どもを受け入れる小中学校の不安について知ることができ、今後の参考になりました。
○養護教諭との連携の重要性に気づくことができました。

校内チームによる支援会議を実施

が有効であったと言える。

「病弱特別支援教育コーディネーター活動表」を活用して
様々なチーム支援を実践

立場の違いに配慮しながら、話し

合いをすすめることで、良好な関

係を築いていきました。

保護者支援

保護者

担任 コーディネーター

コーディネーターの活動の
工夫

担任だけでなくチーム
での支援を行うことを理
解してもらうために、第
三者として現在に至る
までの様子について聴
取し、悩みを共有する。
併せて学校・医療機関
への要望を聞き取り、
支援について意見交換
を行う。

保 護 者 の ニ ー ズ を 把 握

担任

校内チーム

学部教員

本人

コーディネーターの活動の工夫

【支援会議】

短時間で多くの情報、アイディアを収
集し、それぞれの教員が指導にいか
せるように、ブレーンストーミング法、Ｋ
Ｊ法などの手法を導入し、ファシリテー
ターとしての役割を担う。

教員一人一人が検討会に充実感を持
ち、指導へ生かせる実感を持てるよう
にするため、それぞれの意見を具体
的場面に結びつけるような補足を加え
る。

コーディネーター

など支援会議でのファシリ

テーションが重要

医療との連携チームによる支援会議を実施
病弱特別支援学校内および医療との連携

（保護者支援・担任支援・チーム形態の変化）

事例１ 発達障害があり、人とのかかわりに困難さを抱える
ターミナル期の児童Ａへの支援

【コーディネーターの活動方針】

支援者が共通理解を図ることで、学校、病棟で
のより適切なかかわりを考え、Ａのストレスを軽
減し、充実した生活が送れるようにする。

校内チーム

児童

学部教員

コーディネーター担任

保護者

○より具体的な実態把握ができた。

○Ｃの進路を含めた将来の姿について共有され、今後の支援に必要な事柄に
ついてともに考えることができた。

○今後の連携が期待できる。

前籍校との連携
チーム

前籍校担任情報の伝達・共有

支援会議の実施

事例３ 病気のため入退院を繰り返しているが、学習上の困難さ
を抱え、今年度から特別支援学級に在籍している児童Ｃへの支援

児童保護者

前籍校との連携
チーム

医療
的所
見の
伝達

情報の伝達・共有

サポート訪問の実施
前籍校担任

養護教諭

児童保護者

前籍校との連携
チーム

情報の伝達・共有

サポート訪問の実施
前籍校担任

養護教諭

校内チーム

医師

医療
的所
見の
伝達

コーディネーター

担任

受け入れに関する不安事項についての相談

担任を中心に受け入れに関して不安な事項を聞き取り、事前に
対応を考え、提案できるように準備する。

転出後も医療的なことで配慮が必要である場合は、養護教諭と
連絡を取り合い、対応を検討してもらう。

医療に確認したいこと等を聞き取り、医療スタッフへ伝える。
その内容については「個別の教育支援計画」に追加し、小学校

事例４ 入退院を繰り返している児童Ｄが病気を抱えて小学校
で生活をするための支援

各教育事務所

群馬県教育委員会

群馬県総合
教育センター

通級指導教室

特別支援学校

群馬県こころの
健康センター

福祉機関

ＮＰＯ法人

群馬県発達障害者
支援センター

本人 保護者小学校等

Ｇ－ＮＥＴ

病弱特別支援
学校

医師

保育士

医療ソー
シャル
ワーカー

事例２ 発達障害があり、転出後１年で病状が悪化、
学校へ行くことを渋っている児童Ｂへの支援

G-NETとは・・・

県内Ｅ病院内のネットワークである。

外部機関と

の連携
校内チーム

本人

コーディネーター担任

学部教員

医療との連携
チーム

医師

保護者

コーディネーターの
活動の工夫

今後の医療との連携が
スムーズに行えるよう、
メンバー構成を検討す
る。

医療側の多忙さに配慮
し、時間や場所を検討
する。

など

医療との連携チームによる支援会議を実施

前籍校との

連携

多忙な医師とは会議設定に工夫をし

ました。また、事前に内容を厳選し

ておき、話し合いが深まったこと

で、信頼関係が築けました。



何人か看護師の対応が変わった。

学校の授業での姿がわかって子どもの

理解につながった。

先生方がその子どもらしく生きることをずっと考

えてくれた。ぼくも励まされた。

子どもの様々な姿を知ることは重要。

今回のことを特別でなく、目の前の子どものことを

みんなで考えるということが当たり前にできるよう

に、また一緒にやりましょう。

病院にいる子どもたちの教育の補償がどれだけ

重要であるかあらためて考えさせられた。

転出前の自立活動に役立てることができた。
学校の対応が医師の方針に沿っているか確認でき、共通理

解が図れた。

児童の実態把握につながり、病弱特別支援学校と

共有できた。

医師の指示について的確に知ることができてよか

った。

他の児童と変わらないような過ごし方になってしまう

中、どこまで頑張らせていいのかいつも心配でした。今

回の訪問でいろいろな話ができ、大変参考になりまし

た。

今後も是非このように連携していただけるとあり

がたい。

病院での様子は大変参考になりました。
児童の学習についてなかなか相談できず、不安で

した。これからも一緒に考えていきたい。

何人か看護師の対応が変わった。

学校の授業での姿がわかって子どもの

理解につながった。

先生方がその子どもらしく生きることをずっと考

えてくれた。ぼくも励まされた。

子どもの様々な姿を知ることは重要。

今回のことを特別でなく、目の前の子どものことを

みんなで考えるということが当たり前にできるよう

に、また一緒にやりましょう。

研究のまとめ

【医療関係者から】

【前籍校教諭から】

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：特別支援研究係 ０２７０－２６－９２１８（直通）

関係者への聞き取り調査から

【担任から】

校
内
連
携

医
療
と
の
連
携

前
籍
校
と
の
連
携

成果と課題

成

果

課
題

関係者それぞれがチーム支援の有効性を実感できました。

○4つの事例において関係者がつながり、情報が共有できたことで、実態把握がより深くできた

り、かかわりのヒントが見付けられたり、指導方針が共有されたりした。

○教員、また異なる職種の人々が交わり、病気の子どもの生活について共に考えることができた。

○支援者が知る子どもたちの生活の一部ずつをつなぎ合わせることで、よりその子どものことを知

ることができ、そのことにより、適切な支援を考えることができた。

○チーム支援により、個々の専門性が必ずしも高くなくても、「お互いを補い合い、支え合いなが

らその子どもにかかわっていくことで、個人のかかわりよりもより適切な支援につながる」とい

うことを実感できた。

○子どもの命に向き合わなければならない場所において、関係者の心理的なサポートという面にお

いてもチーム支援は有効であったと言える。

○短期間でのチームの編成 ○医療との連携のさらなる工夫

○「コーディネーター活動表」の加筆修正 ○チームとしての成熟 ○地域への支援へ

○事例検討会の実施が的確な実態把握に有効だったと思いますか。
とてもそう思う・少しそう思う・思う １００％

あまり思わない・全く思わない ０％

○指導内容方法が共有でき、適切な指導をおこなうことができたと

思いますか。

とてもそう思う・少しそう思う・思う １００％

あまり思わない・全く思わない ０％

○自分の学級以外の児童についても協働で支援にあたる意識が高ま

ったと思いますか。

とてもそう思う・少しそう思う・思う １００％

あまり思わない・全く思わない ０％

○コーディネータの動きは複数の人間が協働して支援にあたるチー

ム支援の促進に役立ったと思いますか。

とてもそう思う・少しそう思う・思う ８９．９％

あまり思わない１１．１％

全く思わない ０％

児童生徒の多面的な実態把握ができた 子どもの姿を深く掘り下げることができた

チームという意識までは至っていないのではないか


